
女子
ラウンドロビンを 8 戦全勝
で駆け抜けた板倉奈智美が、文
句なしのトップシードを獲得。
ＴＶ決勝へ残る 2 つの座をめ
ぐる争いは大混戦だったが、星
野がポジションマッチで 2 位
に食い込み、ディフェンディン
グチャンピオンで、通算 20 勝
に王手をかけている姫路麗が3
位で進出した。
3位決定戦前のテレビのイン
タビューに、姫路は決勝レーン
への不安を口にしていたが、そ
れが的中してしまう。一方「練
習ボールですごくイメージがよ
くなって、ラインが見えていま
した」という星野は迷いなく投

第14回ＭＫチャリティカップ

第14回ＭＫチャリティカップは、女子はプロ94名、アマ24
名、男子はプロ141名、アマ36名が参加して熱戦が展開され
たが、女子は2世プロの星野恵梨（49期・ＡＣグランド）が、父
親（宏幸・7期）に並ぶ初タイトルを獲得すれば、男子は平山陽
一（36期・㈱グランドボウル）が、初優勝を飾ったこの大会で、
7年ぶりの2勝目を挙げた。（主催：ＭＫグループ）

9 月 11 ～ 14 日／ＭＫボウル上賀茂

▲MK グループのマスコットと記念撮影の入賞者。左から男子ベストアマ・谷口悠斗
　選手、3位・小林、2位・北原、優勝・平山、女子優勝・星野、2位・板倉、3位・姫路、
　ベストアマ・石田万音選手

し「4 フレは自分の投球ミス。
ラインは読めていた」と、北原
が 5 フレ②④⑤⑧をカバーミ
スの間に、5 フレからのダブル
で追いつくと、9 フレまでフィ
フスとたたみかけて、初タイト
ル獲得のゲンのいいこの大会で
2勝目を挙げた。

平山のコメント
決勝はまだタイトルのない二
人が相手。絶対に優勝したいと
いう思いはあったけど、本当は
自分より実績があって、向かっ
ていく方が戦いやすかった。自
分では初優勝のあと、また優勝
できるとは思っていなかった。
とくに今年は調子が悪くて、
シードを守るのも厳しいなと
思っていたぐらいなので、まさ
かの優勝だった。相性のいいこ
の大会に救われた。（優勝ボー
ル：STORMハイパー・ロック）

げ込んでストライクを連発。
258：204 で快勝し、姫路の
連覇とＶ20を阻んだ。
優勝決定戦でも星野は「間に

男子の優勝決定戦が入ったの
で、オイルが削れていたけど、
絞るボウリングは好きなので、
2 枚ぐらい寄って対処できた」
と、1 フレからストライクラッ
シュをかける。板倉も 2 フレ
からダブル、5 フレからター
キーで 1 マーク差に詰めるが、
9 フレは痛恨の⑥⑦⑩スプリッ
ト。星野は 9 フレからのダブ
ルで勝負を決め、タイトルホル
ダーの仲間入りを果たした。

光栄だなと思った。レーンは自
分に合っていたし、緊張も全く
なかった。でも優勝決定戦の
10 フレは、残ったらスペアを
取る自信がなかったので、1 投
目絶対にストライクで決めよう
と思っていた。厚めで④⑦が残
りそうだったけど、倒れてくれ
た。冷静だったので泣かないと
思っていたけど、その瞬間、家
族や師匠、お客さんの顔などが
浮かんで、一気に込み上げてき
た。（優勝ボール：STORM ア
ストロ・フィジックス）

男子
準決勝を 1 位通過の北原泰
輔が、ラウンドロビンの途中で
順位を落としたものの、ポジ
ションマッチでトップを奪い返
し、6 勝 2 敗の平山が 2 位、
後半トップを走っていた小林哲
也が3位でTV決勝へ進んだ。
3 位決定戦は、ターキース
タートのあとストライクがこな
くなった平山だが「途中から投
げ方がおかしくなった。でも小
林プロがアジャストに苦労して
いたので、スペアを拾っていけ
ば大丈夫」と、序盤のリードを
守って優勝決定戦に進んだ。
優勝決定戦は、北原のター

キースタートに対し、平山は 2
フレからダブルのあと 4 フレ
は⑧⑩と割れてオープン。しか

星野のコメント
3 位決定戦は、姫路さんとガ

チンコ勝負をさせてもらえるの
はこういうときしかないので、

▲「コンスタントに優勝争いをする実力はないので、チャンスが
　きたときはものにしたいという気持ちが強い」と平山
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▲デビュー 11 年目の小林にとっても、 
　絶好の初タイトルのチャンスだった
　が…
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▲デビュー 2 年目の成長株・北原。勢
　いのままに優勝もと思われたが…

 星野恵梨 4年目の初タイトル
　平山陽一は 7年ぶりのＶ2
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